
• 日 時
2012年 3月16日（金）
2012年 5月18日（金）
2012年 6月29日（金）

13：00～17：30（開場12：30）

• 会 場
新日本有限責任監査法人
[東京都千代田区内幸町2-2-3日比谷国際ビル]

*会場変更となる場合がございますので
受講証発送時にお知らせ致します。

• 対象者
役員、総務・経営企画・経理・
内部統制・リスクマネジメント
コンプライアンス、（内部）監査部
CSR等の関係業務に係る関係者

• 定 員
50名（先着順）
定員が限られており、すぐにいっぱいになる
可能性があります。お早めにお申込ください。

• 受講料
20,000円（税込み）／人
（ただし、1回の講義に、同時に1社から3名
以上お申し込みの場合は1名16,000円
（税込み）／人とします。）

• 講 師
大久保 和孝
新日本有限責任監査法人
パートナー・公認会計士
CSR推進部長

戒田 信賢（調整中）
新日本有限責任監査法人
戦略推進部
シニア

• 主 催
新日本有限責任監査法人

事例に学ぶ危機管理対応としての内部統制構築について
～会社法が求める内部統制構築を実効性あるものとするためには～

セミナーのねらい

企業不祥事対策のプロが、危機管理対応としての内部統制システムの構築方

法について、具体的事例を通して解説します。

会社法では、取締役会の専決事項として内部統制システムの構築を義務付け

ています。本セミナーは、会社法が要求する内部統制についての正確な理解を

通じて、効果的な体制構築を行うためには何をすべきか、という観点から具体的

な構築方法を明確にします。具体的な事例をもとに危機管理との観点から論じる

ことで、個別課題への対処としてだけでなく、会社存続・事業継続を含めた社会

的責任やリスクマネジメントとしての経営基盤の有り方を明確にするなど、経営

の観点からの対応策について論じます。

とくに、経営者は、内部統制の本質やその内容を理解したうえで実質的な対応

が求められます。「身の丈」にあった実行可能な体制構築とは何か、効果的な体

制構築をするためにはどうすべきか。わが国を取り巻く経済環境や企業風土な

どを踏まえながら、実践的な構築方法を明示します。

内部統制の本質をはじめ、内部統制構築目的の再確認、具体的事例に基づく

留意点、コンプライアンス活動との相違点など、非財務的側面からの統制方法と

しての特性や情報開示の在り方、リスクマネジメント体制の構築について、実際

に運用する人材育成の在り方を踏まえながら論じます。

経験豊富な専門家が、具体的な事例をもとに、半日で解説します。事例を多く

引用することで、内部統制の構築を理論的なものから実践的なものとし、危機管

理への対応をも可能にし、企業価値の向上につなげます。また、第3部では、実
務経験を多く有するスタッフが、具体的な体制構築について解説します。制度は

整えてきたが、運用がうまくいかないことに悩んでいる方に最適のセミナーです。

本セミナーは、皆様からの強いご要望もあり、40回以上回数を継続してまいり
ました。最新の情報に触れながら内部統制構築の在り方について解説致します。

皆様の、ご参加を心よりお待ち申し上げております。

►

ご要望多数のため、再度、追加講演致します。
過去49回実施してきましたが、いずれも満席に近い
状況が続いています。お早めにお申し込みください。

※この日程を持ちまして、本セミナーは終了致します。



お申込について セミナープログラム
第1・2部（約180分）

1．21世紀型経営の本質と成長戦略
2．歴史に見る日本の経済社会の実情
3．事例にみるクライシスマネジメント
4．危機管理と内部統制
5．正しいリスクの認識が出来ていますか
6．経済社会に横たわる問題とは何か
7．不祥事の根底にある問題
8．コンプライアンスの本来の意味
9．内部統制とは何か
10．（新）会社法における内部統制の規定
11．内部統制とリスクマネジメントについて
12．内部統制構築の実践的な取り組みに

向けて

13．組織における意思決定メカニズムに
ついて

14．行動規範の位置づけについて
15．実践的な取り組み～リスク抽出活動
16．浸透させていくためには
17．不祥事発生時の対応
18．経営理念とリーダーシップの在り方に

ついて

19．持続的成長に向けて

第3部（約90分）
1．リスクマネジメントの目的
（1）組織を取り巻くリスク
（2）リスクマネジメントの考え方
（3）内部統制システム構築の考え方
（4）経営管理プロセス
（5）企業が抱える内部統制対応の課題
（6）リスク管理体制強化の必要性
（7）経営計画／事業目標への反映
（8）想定リスク一覧の作成

2．リスク評価からモニタリングまで～全体像
（1）リスク評価実地ににあたってのポイント
（2）リスク一覧（イメージ）
（3）アンケート実施形式の例
（4）リスクへの対応方法
（5）優先対応リスクの決定
（6）リスク対応の最適化
（7）リスク分析の実施方法
（8）業務フロー図の作成
（9）リスク・コントロール・マトリクス作成イメージ
（10）モニタリング
（11）内部監査とは
（12）モニタリングの流れ

3.監査テーマの選定方法

※ プログラムは適宜変更致します。

•この申込書に必要事項をご記入の上、Fax 
にてお申し込みください。受付完了後、『受
講証』および『請求書』をお送り致 します。

•複数名ご参加の場合、この申込書をコピー
の上、ご記入ください。

•『受講証』および『請求書』がお手元に届きま
したら、参加費用を事前にお振込みください
ますようお願い申し上げます。 当日欠席お
よびご入金後のキャンセルは、お受けでき
かねますので、予めご了承ください。
（＊恐れ入りますが、手数料につきましては、
お客様にてご負担ください。）

＊同業他社の方々のお申込みはご遠慮頂い
ておりますのでご了承ください。

•ホームページからもお申込いただけます。
www.shinnihon.or.jp

•お申し込みに関するお問い合わせ先
新日本有限責任監査法人
CSR推進室 飯野/伊藤

Tel： 03 3503 1268
Fax： 03 3503 1908

事例に学ぶ危機管理対応としての内部統制構築について
～会社法が求める内部統制構築を実効性あるものとするためには～

※お申し込みによってお知らせいただいた皆様の個人情報につきましては、当セミナーの運営にかかわる事務に利用させていただくほか、新日本有限責任監査法人、新日本有限責任監査法人グ
ループ*1、および、アーンスト・アンド・ヤング・ジャパングループ*2で共有させていただき、今後、実施する説明会、セミナー、勉強会、研究会、発刊書籍、および業務内容等のご案内をさせていた
だく目的以外には使用致しません。個人情報の管理は新日本有限責任監査法人が責任をもって行います。
*1 http://www.shinnihon.or.jp/about-us/our-group/index.html
*2 http://www.shinnihon.or.jp/about-us/ey/about-ey-japan/index.html

内部統制セミナー

部署名：

所在地：

お申込日： 年 月 日

お役職： お名前：

会社または

所属団体名：

Tel： Fax：

E-mail：

〒

ご連絡先：
（ご出席者と異なる場合のみご記入ください）

（ご希望日にチェックしてください）

参加日： □ 12年3月16日(金) □ 12年5月18日(金) □ 12年6月29日(金) に参加

参 加 申 込 書 Fax : 03 3503 1908
新日本有限責任監査法人

CSR推進室行

ご要望


